
1.  はじめに

接続部の品質を向上させる一つの方法として，品質管理の行

き届いた工場であらかじめ製造しておいた部品を接続現場で組

み立てるというプレハブ型接続部がある。信頼性の高いプレハ

ブ型の接続部は，国内外を問わず電力ケーブル用付属品の主流

となってきている。この中でもワンピースのゴムブロックを主

絶縁構造とするラバーブロック型接続部（
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概　要　海外110 kV級以上用の付属品市場では，施工が比較的簡易で信頼性の高い現地組立て型







でも3日／3相で組立て可能であったが，ワンピースゴムブロ

ック構造の採用と工事工程の最適化により，2日／3相を実現

することができた。また，表3に見るように，保護管寸法にお




